
MDR＆IR利用実態調査

情シス818人に聞いた！
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本調査について
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近年、サイバー攻撃の手法が高度化・多様化しており、企業はより高度なセキュリティ対策を求められています。特にランサムウェア攻撃や

フィッシング攻撃の増加が顕著であり、企業のセキュリティ体制の強化が急務となっています。さらに、クラウドサービス利用の増加に伴いク

ラウド環境におけるセキュリティ対策の重要性が増しています。

このような市場環境の中、多くの企業が自社内でのセキュリティ対策に限界を感じ、外部の専門サービスであるMDR（Managed 

Detection and Response）を導入するケースが増えています。MDRは24時間365日の監視と迅速な対応を提供し、企業のセキュリ

ティ体制を強化します。また、サイバー攻撃が発生した際の迅速な対応を求め、IR（Incident Response）サービスの需要も高まっていま

す。IRサービスは攻撃の被害を最小限に抑え、迅速な復旧を支援します。

そこで、今回、企業の情報システム担当者さまにMDRとIRの利用実態調査を行いました。実際にMDRやIRを利用している担当者さまの回

答から、セキュリティ製品の導入状況、導入後の課題、そしてMDRおよびIRサービスの導入状況や導入理由、その効果について知ることが

できる調査結果となっています。

本調査結果が、今後のセキュリティ対策強化のお役に立てば幸いです。

NTTセキュリティ・ジャパン株式会社
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⚫ 調査期間：2024年11月28日～12月9日

⚫ 調査方法：インターネット調査

⚫ 調査人数：８１８名

⚫ 調査対象：従業員数500名以上の規模の企業に所属している情報システム担当者

⚫ モニター提供元：GMOリサーチ＆AI株式会社

⚫ 調査機関： GMOリサーチ＆AI株式会社

調査概要
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調査項目について
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No. 調査項目 No. 調査項目

1 管理しているPC台数を教えてください。 12 社内アクセス製品（VPN/ZTNAなど）を選定した理由を教えてください。

2 アンチウィルス製品を導入していますか？ 13
社内アクセス製品（VPN/ZTNAなど）導入後の課題や不満を教えてくだ
さい。

3 EDR製品を導入していますか？ 14 MDRサービスを導入していますか？

4 社外アクセス製品（プロキシ/SWGなど）を導入していますか？ 15 どのようなきっかけでMDRサービスを導入検討しましたか？

5 社内アクセス製品（VPN/ZTNAなど）を導入していますか？ 16 導入前に何を期待してMDRサービスを導入しましたか？

6 アンチウィルス製品を選定した理由を教えてください。 17 MDRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。

7 アンチウィルス製品導入後の課題や不満を教えてください。 18 IRサービスを導入していますか？

8 EDR製品を選定した理由を教えてください。 19 どのようなきっかけでIRサービスを導入検討しましたか？

9 EDR製品導入後の課題や不満を教えてください。 20 導入前に何を期待してIRサービスを導入しましたか？

10
社外アクセス製品（プロキシ/SWGなど）を選定した理由を教えてくださ
い。

21 IRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。

11
社外アクセス製品（プロキシ/SWGなど）導入後の課題や不満を教えてく
ださい。

22
MDRサービスやIRサービスを選定判断する際の重要な要素を教えてく
ださい。
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回答者の属性情報
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●業界 ●従業員数

製造 33.4%、 IT 26.2%、 金融 11.5%、 小売 7.6%で全
体の約8割を占める

5001名以上が40%で最多、次いで1001～3000名が29%
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PC管理台数

管理しているPC台数を教えてください。
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Q.1
（有効回答数：818）

8.4%

15.5%

22.0%

11.9%
10.8% 10.8%
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アンチウィルス・EDR製品の導入の有無

Q.2
（有効回答数：818）

アンチウィルス製品を導入していますか？ Q.3
（有効回答数：818）

EDR製品を導入していますか？

導入している

82.6%

未導入

17.4%

導入している

65.6%

未導入

34.4%

9
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社外アクセス・社内アクセス製品の導入の有無
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Q.4
（有効回答数：818）

社外アクセス製品（プロキシ/SWGなど）を導入していますか？ Q.5
（有効回答数：818）

社内アクセス製品（VPN/ZTNAなど）を導入していますか？

導入している

68.8%

未導入

31.2%

導入している

71.3%

未導入

28.7%
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アンチウィルス製品の選定理由と導入後の課題（上位回答）
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ポイント

Q.6
※複数回答可 （有効回答数：676）

アンチウィルス製品を選定した理由を教えてください。 Q.7 アンチウィルス製品導入後の課題や不満を教えて下さい。

※複数回答可 （有効回答数：676）

高度なマルウェア検知能力があり
最新の脅威に迅速対応できる

既存セキュリティ環境と容易に連携で
きて管理が効率化

市場での知名度と実績

他社製品と比較し、コスト面での
優位性があった

２６５人

１４３人

１４２人

１２３人

脅威検知の精度や対応速度が
十分でない

システムパフォーマンスに悪影響を
与え、業務が遅延する

誤検知や誤ブロックが多く正常な
業務に支障が出る

１１４人

81人

64人

課題や不満はない ３７１人

0% 10% 20% 30% 40%

高度な脅威検知能力や迅速対応に期待して導入したものの、実際導入してみると脅威検知の精度や対応速度、誤検知や誤ブロックによる業
務への支障に課題を持つケースがあるようです。
一方で、３７１人（55%）が導入後の課題や不満はないと回答しています。

0% 10% 20% 30% 40% ５０% ６０%

※全回答は最終ページ
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0% 10% 20% 30% 40% ５０% ６０%0% 10% 20% 30% 40%

EDR製品の選定理由と導入後の課題（上位回答）
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ポイント

Q.８
※複数回答可 （有効回答数：537）

EDR製品を選定した理由を教えてください。 Q.９ EDR製品導入後の課題や不満を教えてください。

※複数回答可 （有効回答数：５３７）

リアルタイムの脅威検知と自動応答が
可能で早期対応に期待

異常な活動や行動ベースの検知機能が
充実している

ログの監査や過去の活動追跡機能の充
実

運用負荷が少なく、可視化機能が優れ
ていて管理しやすいインターフェース

200人

１０８人

１０2人

１0２人

脅威検知の精度や対応速度が
十分でない

システムパフォーマンスに悪影響を与
え、業務が遅延する

誤検知や誤ブロックが多く正常な業務
に支障が出る

67人

５９人

５２人

課題や不満はない ３０１人

リアルタイムの脅威検知自動応答による早期対応や、検知機能、ログ監査や過去の活動追跡機能に期待が高いようです。しかし、実際導入し
てみると脅威検知の精度や対応速度への課題、誤検知や誤ブロックによる業務への支障に課題を持つケースがあるようです。一方で、３０１
人（56.1%）が導入後の課題や不満はないと回答しています。

※全回答は最終ページ
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0% 10% 20% 30% 40% ５０% ６０%0% 10% 20% 30% 40%

社外アクセス製品の選定理由と導入後の課題（上位回答）
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ポイント

Q.10
※複数回答可 （有効回答数：563）

社外アクセス製品を選定した理由を教えてください。 Q.11 社外アクセス製品導入後の課題や不満を教えてください。

※複数回答可 （有効回答数：５６３）

インターネットトラフィックの制御が柔
軟でセキュリティポリシーの適用が簡単

Webフィルタリングやコンテンツ制御
機能が充実しており、業務上のリスクを
軽減

他のネットワークセキュリティ製品と相
性が良くシームレスに統合できる

親会社、グループ会社が推奨する製品
だった

１7１人

１５２人

１０３人

８５人

システムパフォーマンスに悪影響を与
え、業務が遅延する

脅威検知の精度や対応速度が
十分でない

コストが高く、導入・運用に対する費用
対効果に疑問

５８人

５３人

５０人

課題や不満はない ３１２人

セキュリティポリシー適用の簡単さや業務上のリスクを軽減できる機能の充実が選定理由上位となりました。一方で実際に運用してみると、
半数以上が課題や不満はないと回答するものの、システムパフォーマンスへの悪影響や検知精度、コストに課題感をもつケースが一部見受け
られます。

※全回答は最終ページ
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0% 10% 20% 30% 40% ５０% ６０%

社内アクセス製品の選定理由と導入後の課題（上位回答）
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ポイント

Q.１２
※複数回答可 （有効回答数：583）

社内アクセス製品を選定した理由を教えてください。 Q.１３ 社内アクセス製品導入後の課題や不満を教えてください。

※複数回答可 （有効回答数：５83）

ゼロトラストアーキテクチャに対応して
おり、セキュリティが強化される

多要素認証対応で不正アクセスリスク
を低減できる

リモートからのアクセスが安全かつス
ムーズに行える

複数拠点や多様なデバイスからの接続
に対応しており、柔軟に利用できる

１４9人

１３１人

１１８人

９４人

脅威検知の精度や対応速度が
十分でない

システムパフォーマンスに悪影響を与
え、業務が遅延する

コストが高く、導入・運用に対する費用
対効果に疑問

４8人

４8人

41人

課題や不満はない ３２７人

ゼロトラストアーキテクチャへの対応や多要素認証対応が選定理由上位となりました。一方で半数以上が導入後の課題や不満はないと回答
するものの、システムパフォーマンスへの悪影響や検知精度、コストに課題感をもつケースが見受けられます。

0% 10% 20% 30%

※全回答は最終ページ
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MDRサービスの導入有無
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Q.１4
（有効回答数：８１８）

MDRサービスを導入していますか？

導入している

21.5%

現在具体的に検討

している

11.2%

過去に導入してい

たが今は導入・検討

していない

2.9%

過去に導入検討し

ていたが今は検討

していない
5.7%

これまで検討したこと

もない

58.6%
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MDRサービス導入のきっかけ
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Q.１5
※複数回答可 （有効回答数：339）

どのようなきっかけでMDRサービスを導入検討しましたか？

31.9%

25.1%
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0% 10% 20% 30% 40% ５０%

MDRサービスの選定理由と導入後の成果（上位回答）
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ポイント

Q.１6
※複数回答可 （有効回答数：292）

導入前に何を期待してMDRサービスを導入検討しましたか？Q.１７ MDRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。

※複数回答可 （有効回答数：２００）

24時間365日の監視体制で最新の脅
威に迅速に対応できると期待

社内のセキュリティ運用負荷を軽減し、
リソースの効率的な再配分が可能にな
ると期待

異常行動検知と高度な脅威分析により、
攻撃の兆候を見逃さずに対応できると
期待

インシデント発生時の迅速な一次対応
サポートにより影響を最小限に抑えら
れると期待

１６９人

１２０人

１０４人

７５人

24時間365日の監視体制により、最
新の脅威からの保護が常時強化された

異常行動検知と高度な脅威分析により、
攻撃を早期に発見できる安心感が得ら
れた

社内のセキュリティ運用負荷が大幅に
軽減し、他の重要業務にリソースを再
配分できた

９５人

７５人

６2人

インシデント発生時の迅速な一次対応
サポートにより影響範囲やダメージを
最小限に抑えられた

３９人

24時間365日監視による迅速対応、社内の運用負荷軽減など、導入前の期待上位がそのまま、得られた成果につながる結果となりました。

0% 10% 20% 30% 40% ５０% ６０%

※全回答は最終ページ
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IRサービスの導入有無

Q.１８
（有効回答数：８１８）

IRサービスを導入していますか？

18

導入している

17.4%

現在具体的に検討

している

12.1%

過去に導入してい

たが今は導入・検討

していない

3.1%

過去に導入検討し

ていたが今は検討

していない
6.1%

これまで検討したこと

もない

61.4%
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IRサービス導入のきっかけ
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Q.１９
※複数回答可 （有効回答数：3１６）

どのようなきっかけでIRサービスを導入検討しましたか？
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0% 10% 20% 30% 40% ５０%0% 10% 20% 30% 40% ５０%

IRサービスの選定理由と導入後の成果（上位回答）

20

ポイント

Q.２０
※複数回答可 （有効回答数：2６６）

導入前に何を期待してIRサービスを導入検討しましたか？ Q.２１ IRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。
※複数回答可 （有効回答数：１６７）

事前契約により、インシデント発生時に
即座に対応体制が整う安心感

インシデントが発生しない時でも、予防
策やコンサルティングの活用ができる
メリットを期待

高度な専門知識を持つ対応チームによ
る信頼性の高いサポートを受けられる
点を重視

インシデント発生時の迅速かつ的確に
対処してくれるハンドリング能力を重
視

１１０人

１００人

９０人

７０人

24時間365日でインシデントに迅速
かつ確実に対応してくれる安心感を得
られた

事前契約により、インシデント発生時
に即座に対応体制が整い、安心感が
あった

高度な専門知識を持つ対応チームか
ら信頼性の高いサポートが受けられた

８１人

５４人

４１人

インシデントが発生しないときでも予
防策やコンサルティングを有効活用で
きた

３４人

導入前の期待と導入後の成果の上位の項目は変わらないが、インシデント発生時の迅速かつ的確な対応による安心感が導入後の実感として
表れる結果となりました。

※全回答は最終ページ
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Q22:MDR・IRサービス選定時の判断要素

（有効回答数：８１８）

⚫ MDRサービスやIRサービス選定において、高い専門性や豊富な実
績を持つ提供企業であれば、ある程度の高価格でも選定したいと
感じる

21

そう思う

12.0%

ややそう思う

48.8%

あまりそう思わない

27.0%

そう思わない

12.2%

（有効回答数：８１８）

⚫ EPPやEDRの製品とMDRサービスを異なるベンダーが提供して
いる場合、第三者的な視点での監視が可能となり客観性が高まり
安心できる 

そう思う

14.9%

ややそう思う

45.6%

あまりそう思わない

27.4%

そう思わない

12.1%

そう思う＋ややそう思う

60.8%
そう思う＋ややそう思う

60.5%
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Q22:MDR・IRサービス選定時の判断要素

（有効回答数：８１８）

⚫ 信頼のおけるMDRサービスがあれば、追加でIRサービスを導入す
る必要はないと感じる

22

そう思う

8.9%

ややそう思う

37.9%

あまりそう思わない

38.6%

そう思わない

14.5%

（有効回答数：８１８）

⚫ 信頼のおけるIRサービスがあれば、特にMDRサービスを導入する
必要はないと考える

そう思う

8.2%

ややそう思う

37.2%

あまりそう思わない

40.8%

そう思わない

13.8%

そう思わない

＋

あまりそう思わない

53.1%

そう思わない

＋

あまりそう思わない

54.6%
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Q22:MDR・IRサービス選定時の判断要素

（有効回答数：８１８）

⚫ MDRサービスとIRサービスを同一ベンダーに統一することで、情
報共有が迅速化し、インシデント対応の信頼性が向上すると感じる

23

そう思う

14.7%

ややそう思う

49.3%

あまりそう思わない

24.8%

そう思わない

11.2%

（有効回答数：８１８）

⚫ MDRサービスとIRサービスが同一ベンダーで提供され、専用の
SOCルームなどで厳格に管理された環境下で双方作業し、連携・情
報共有が行われることで、信頼性が一層高まると思う

そう思う

13.6%

ややそう思う

52.2%

あまりそう思わない

23.1%

そう思わない

11.1%

そう思う＋ややそう思う

64.0%
そう思う＋ややそう思う

65.8%
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Q22:MDR・IRサービス選定時の判断要素

（有効回答数：８１８）

⚫ IRサービスの事前契約があることで、緊急時に即応できる安心感
を得られる

24

そう思う

14.2%

ややそう思う

50.5%

あまりそう思わない

24.9%

そう思わない

10.4%

（有効回答数：８１８）

⚫ 平時にもセキュリティ強化メニューを提供するIRサービスは、インシ
デントが発生しなくても価値があると感じる

そう思う

14.1%

ややそう思う

48.4%

あまりそう思わない

27.0%

そう思わない

10.5%

そう思う＋ややそう思う

64.6%
そう思う＋ややそう思う

62.5%
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調査結果まとめ

アンチウィルス製品, EDR, 社外アクセス製品, 社内アクセス製品の導入率は、6-8割を占めており、そのうち約半数以上が課題や不満はない、と回答しています。

しかし、攻撃者はAIや自動化ツールを利用して、より高度で複雑な攻撃を仕掛けてくるなど、サイバー攻撃は日々進化しています。また、現代の脅威は非常に迅速

に進行するため、リアルタイムでの脅威検知と対応が求められます。

このようなことから、現代の脅威に対応できる環境を整える必要があります。

従来のセキュリティ製品で安心しない

MDRやIRサービスの導入率は、MDRサービスが21.7%、IRサービスが17.6%と低く、導入のきっかけで一番多かったのは「実際にインシデントが発生したため」、

次いで「セキュリティ診断の結果、脆弱性が見つかったため」でした。発生前にインシデントを防げなければ、システムやデータの被害拡大、顧客などのステークホル

ダーの信頼喪失、業務中断によるビジネスへの影響など多大な被害が考えられます。また、その被害の修復、調査、再発防止策の導入など、多くのリソースやコスト

が必要となります。

そうした被害を防ぐためにも、定期的に自社のセキュリティ状況を診断し、最新の脅威に対応できるツール導入の検討をおすすめします。

インシデント発生後の導入検討では遅い

26
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調査結果まとめ

実際にMDRやIRサービスを導入する際、どのようなポイントをおさえて選定すればよいでしょうか。

まず、調査結果からは、MDR、IRサービスのいずれか片方だけではなく、両方導入した方が良いという回答が半数以上、得られました。特にIRサービスは事前契

約をすることで緊急時に即時対応できる安心感を感じるとの回答が６割に達しています。また、MDRとIRサービスは同一ベンダーを採用したほうが、情報共有が

迅速化し、インシデント対応の信頼性が向上するという回答が6割以上となりました。価格的にも、単に安価なものを求めるのではなく、高い専門性や豊富な実績

を持つベンダーを選定したいという傾向が見られました。

MDRサービス・IRサービス選定のポイント

リスク予測から診断、防御、脅威検知、インシデント対応、復旧まで⼀貫したサービスを提供する

NTTセキュリティ・ジャパン
に、ご相談ください

27
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セキュリティコンサルティング・教育・相談

NTTセキュリティ・ジャパンの製品・サービス一覧

⚫ セキュリティコンサルティング構築

CSIRT構築支援・運用訓練
CSIRTはサイバー攻撃が発生した場合に迅速かつ適切
に対応するための専門チームです。貴社の状況に合わ
せて最適なCSIRTを構築や運用を改善するためのコ
ンサルティングを行います。

セキュリティリスクアセスメント
組織が日々運用しているセキュリティ対策について、第
三者機関が客観的に評価を行います。これにより、現在
のセキュリティレベルを可視化し、改善すべき点を明確
にすることで、より強固なセキュリティ体制の構築を支
援します。

セキュリティプランニング
情報セキュリティ対策を、人、技術、物理環境など多角
的な視点から評価し、最適な対策を提案するサービス
です。

セキュリティポリシー策定支援
組織におけるさまざまな情報セキュリティ対策の指
針となる情報セキュリティポリシー文書の作成を支援
します。お客さまが作成した文書レビューや改定のア
ドバイス、または文書ドラフトの作成代行を行います。

⚫ セキュリティ教育

社長向けセキュリティ研修
社長をはじめ企業の経営トップとして、セキュリティに
関してどのような意識の持ち方や行動が必要となるか、
専門家による講義と実践的な演習を通して学習する機
会を提供します。

⚫ 個別相談対応型アドバイザリー

アドバイザリーサポート
お客さまからの情報セキュリティに関する各種お問い
合わせに対する受付窓口（リサーチャー）を設置し、助
言・情報提供を行います。

セキュリティ管理

⚫ アクセス管理

特権アクセス管理
特権アクセス管理製品の要件定義、設計、導入、設定、
試験、プロジェクトマネジメントなどの導入支援を実
施します。

⚫ 資産管理

脆弱性見える化ソリューション
組織内のIT資産を網羅的に管理し、脆弱性を自動的
に検出、可視化することで、セキュリティレベルの向上
を支援します。

セキュリティ監視・検知

⚫ MSS

マネージドセキュリティサービス
アナリストがセキュリティ監視センター（SOC）から、 セ
キュリティ機器の設定や運用、高度なセキュリティ監視
を24時間365日行います。

⚫ 情報提供サービス

OSINTモニタリング
公開されている情報を分析して、お客さまシステム環
境に関するサイバー脅威を検出時に随時報告する
サービスです。

フィッシングモニタリング
お客さまに代わってフィッシングサイトを探索・テイク
ダウンし、被害を最小限に抑えます。 ロゴやドメイン
名などを悪用した巧妙な手口にも対応し、お客さまの
ブランドと顧客を守ります。

29

⚫ リスク検知

マネージドUEBA
お客さまのログデータや管理情報を機械学習を用いて
統合的に分析し、通常時と異なる不審な行動を検知し
ます。さらに専門アナリストが検知結果を精査すること
で、高精度な内部リスクの見える化を実現します。
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セキュリティ診断・評価・調査

NTTセキュリティ・ジャパンの製品・サービス一覧

⚫ 脆弱性診断

セルフ脆弱性診断（Qualys）（Tenable）
お客さま自身で継続的にアセットの脆弱性を把握し、 
対策を実施するための環境を提供します。

脆弱性診断（WEBアプリケーション診断）
専門のセキュリティエンジニアが診断し、知見に基づき
評価、結果を報告します。

脆弱性診断（プラットフォーム診断スタンダード）
専門家による詳細な分析と、複数のツールを組み合わ
せた網羅的な脆弱性診断をご提供します。 よりリスク
の高い脆弱性を洗い出し、システム全体のセキュリティ
強化に貢献します。

脆弱性診断（プラットフォーム診断ベーシック）
手軽に脆弱性診断を始めたいお客さま向けのプラン
です。 商用ツールを用いた効率的な診断で、定期的
な脆弱性チェックをサポートします。

⚫ RedTeam

RedTeam/TLPT
攻撃者の視点からシステムに侵入を試みることで、人・
プロセス・テクノロジーの観点から攻撃耐性を評価しま
す。

⚫ 感染端末特定

標的型マルウェア感染端末調査
環境全体の端末上から取得したデータを一括で調査し、
マルウェア感染時の特徴的な痕跡を調査することで、環
境内のマルウェア感染端末の有無を判断します。フォレ
ンジック的手法を用いたアノーマリ解析により、アンチ
ウィルス/EDRでは見逃す恐れのあるマルウェアの検知
を行います。

セキュリティインシデント対応・調査

⚫ インシデント対応・調査

IR共通チケット
インシデント発生時に迅速対応を行うための事前契
約サービスです。契約期間中にインシデントが発生し
なかった場合も予防・トレーニングに転用可能となっ
ています。

総合インシデントレスポンス
セキュリティインシデント発生時、専門家が迅速に原
因究明と再発防止を支援します。 初動調査から詳細
解析（フォレンジック、マルウェア解析等）、改善提案ま
で、お客さまの状況に合わせて最適な対応を提供し
ます。

標的型マルウェア感染プロキシログ調査
プロキシログを分析することで、通信の挙動などから環
境内のマルウェア感染端末の有無を判断します。統計
的アプローチを用い、未知C2通信の検知も行います。

30
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会社概要

会社名

本社所在地

事業内容

代表取締役

株主

NTTセキュリティ・ジャパン株式会社

東京都千代田区外神田 4-14-1
秋葉原UDX 20F/21F

マネージドセキュリティサービス
セキュリティプロフェッショナルサービス（コンサルティング）
セキュリティ対策提供サービス（機器及び保守）

関根 太郎

NTTセキュリティ・ホールディングス株式会社（100%）

20年にわたり幅広い業種のお客さま
を支援しています

2003年のセキュリティオペレーションセンター創設
以来自動車や化学、重要インフラなどさまざまな業種
のお客さまに伴走し、セキュリティの課題解決を支援
してきた実績があります。

状況や課題に応じて
最適なセキュリティ対策を提供します

コンサルティングから先進技術ソリューション、マネー
ジドセキュリティサービス（MSS）までワンストップで
提供しています。手軽に導入できるツールから、専門
家による高度なマネジメントまで幅広いセキュリティ
対策のご提案が可能です。

NTTグループのセキュリティ分野を担う
専門組織です

NTTグループの研究所が開発した最先端技術を現
場で実用化してきた経験を踏まえ、セキュリティの専
門家が、OT環境特有の課題に的確に対応します。
OTセキュリティとITセキュリティの両領域に精通し
ているため、相互の環境に与える影響を考慮した対
策をご提案します。
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お気軽にお問い合わせください。

NTTセキュリティ・ジャパン株式会社
営業本部ダイレクトセールス＆アライアンス営業部

問い合わせフォームへのリンク



調査結果全データ
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アンチウィルス製品の選定理由（全回答）

34

Q.6
※複数回答可 （有効回答数：676）

アンチウィルス製品を選定した理由を教えてください。
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21.2% 21.0%
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14.3%
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アンチウィルス製品の導入後の課題（全回答）

35

Q.７
※複数回答可 （有効回答数：676）

アンチウィルス製品導入後の課題や不満を教えてください。
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製
品
の
設
定
や
管
理
が
複
雑
で
、
運

用
負
担
が
大
き
い

他
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
が
う
ま
く
い
か
ず
、
統
合
運
用

が
困
難

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
ロ
グ
や
詳

細
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
原
因
分

析
が
し
づ
ら
い

社
外
ア
ク
セ
ス
や
社
内
ア
ク
セ
ス
の

制
御
が
厳
し
く
、
利
便
性
に
欠
け
る

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
要
件
に
対
応
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
不
十
分

頻
繁
な
更
新
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す

脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
精
度
が

低
く
、
最
新
の
脅
威
へ
の
対
応
が
遅

れ
る

コ
ス
ト
が
高
く
、
導
入
・
運
用
に
対

す
る
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ
る

利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
不

満
が
多
い

そ
の
他

課
題
や
不
満
は
な
い
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EDR製品の選定理由（全回答）

36

Q.８
※複数回答可 （有効回答数：537）

EDR製品を選定した理由を教えてください。

37.2%

20.1%
18.6% 19.0% 19.0%

12.5%

16.6%

10.4%
12.1%

15.5% 15.5% 14.2% 13.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
脅
威
検
知
と
自

動
応
答
が
可
能
で
、
早
期
対
応
が

期
待
で
き
る
た
め

異
常
な
活
動
や
行
動
ベ
ー
ス
の
検

知
機
能
が
充
実
し
て
い
る
た
め

既
存
のS

IE
M

や
他
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
製
品
と
の
連
携
が
容
易
で
、
統

合
管
理
が
し
や
す
い
と
感
じ
た
た

め ロ
グ
の
監
査
や
過
去
の
活
動
追
跡

機
能
が
充
実
し
て
い
る
た
め

運
用
負
荷
が
少
な
く
、
可
視
化
機

能
が
優
れ
て
お
り
、
管
理
し
や
す
い

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
あ
る
た
め

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

負
荷
が
少
な
く
、
業
務
シ
ス
テ
ム
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

た
め

市
場
で
の
知
名
度
や
実
績
が
高
く
、

多
く
の
企
業
に
採
用
さ
れ
て
い
る

た
め

ゼ
ロ
デ
イ
攻
撃
や
標
的
型
攻
撃
に

対
す
る
対
策
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
た
め

検
知
精
度
が
高
く
、
誤
検
知
が
少

な
い
と
評
判
で
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対

応
の
効
率
が
向
上
す
る
と
期
待
し

た
た
め

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
が
推
奨

す
る
製
品
だ
っ
た
た
め

導
入
・
運
用
費
用
に
関
し
て
他
製

品
よ
り
コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
が

あ
っ
た
た
め

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
お
り
、

導
入
か
ら
運
用
ま
で
頼
れ
る
と
感

じ
た
た
め

そ
の
他
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EDR製品の導入後の課題（全回答）
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Q.９
※複数回答可 （有効回答数：５３７）

EDR製品導入後の課題や不満を教えてください。

12.5% 9.7% 11.0%
6.7% 5.4% 4.7% 4.1% 3.2% 4.3% 3.9%

6.3%
3.9% 3.4%

56.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

脅
威
検
知
の
精
度
や
対
応
速
度
が

十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る

誤
検
知
や
誤
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
、
正

常
な
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
が

あ
る

シ
ス
テ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
悪
影

響
を
与
え
、
業
務
が
遅
延
す
る
こ
と

が
あ
る

製
品
の
設
定
や
管
理
が
複
雑
で
、
運

用
負
担
が
大
き
い

他
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
が
う
ま
く
い
か
ず
、
統
合
運
用

が
困
難

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
ロ
グ
や
詳

細
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
原
因
分

析
が
し
づ
ら
い

社
外
ア
ク
セ
ス
や
社
内
ア
ク
セ
ス
の

制
御
が
厳
し
く
、
利
便
性
に
欠
け
る

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
要
件
に
対
応
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
不
十
分

頻
繁
な
更
新
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す

脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
精
度
が

低
く
、
最
新
の
脅
威
へ
の
対
応
が
遅

れ
る

コ
ス
ト
が
高
く
、
導
入
・
運
用
に
対

す
る
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ
る

利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
不

満
が
多
い

そ
の
他

課
題
や
不
満
は
な
い
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社外アクセス製品の選定理由（全回答）
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Q.10
※複数回答可 （有効回答数：563）

社外アクセス製品を選定した理由を教えてください。

30.4%
27.0%

14.6%

18.3%

13.9%
11.0%

9.4%
11.9% 12.1%

8.3% 7.3%
10.3%

13.0%
15.1%

13.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
制
御
が

柔
軟
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
適
用

が
簡
単
だ
っ
た
た
め

W
e

b

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
制

御
機
能
が
充
実
し
て
お
り
、
業
務
上
の
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
る
た
め

S
S

L
/
T

L
S

デ
コ
ー
ド
機
能
が
あ
り
、
暗
号

化
通
信
の
監
視
が
可
能
で
あ
る
た
め

他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
と

相
性
が
良
く
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
統
合
で
き
る

た
め

ク
ラ
ウ
ド
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
環
境
に
も
対
応

し
て
お
り
、
ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
く
将

来
的
な
拡
張
性
が
あ
る
と
感
じ
た
た
め

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
管
理
や
認
証

手
続
き
が
簡
便
で
、
運
用
負
荷
が
低
い
と

判
断
し
た
た
め

複
数
拠
点
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
に
も
対

応
で
き
、
分
散
し
た
環
境
で
の
管
理
が
容

易
で
あ
る
た
め

市
場
で
の
知
名
度
や
実
績
が
高
く
、
多
く

の
企
業
に
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め

導
入
・運
用
費
用
に
関
し
て
他
製
品
よ
り
コ

ス
ト
面
で
の
優
位
性
が
あ
っ
た
た
め

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、

必
要
な
監
査
機
能
や
レ
ポ
ー
ト
機
能
が

揃
っ
て
い
る
た
め

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
機
能
な
ど
高
度
な
脅
威

防
御
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
未
知
の

脅
威
に
も
対
応
で
き
る
と
判
断
し
た
た
め

ゼ
ロ
デ
イ
攻
撃
や
標
的
型
攻
撃
へ
の
対
応

能
力
が
あ
り
、
先
進
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

能
が
求
め
ら
れ
た
た
め

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
お
り
、
導
入
か

ら
運
用
ま
で
頼
れ
る
と
感
じ
た
た
め

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
が
推
奨
す
る
製

品
だ
っ
た
た
め

そ
の
他
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社外アクセス製品の導入後の課題（全回答）
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Q.1１
※複数回答可 （有効回答数：563）

社外アクセス製品導入後の課題や不満を教えてください。

9.4% 6.6%
10.3%

4.8% 5.2% 4.4% 5.5%
2.3% 3.9% 1.6%

8.9%
3.4% 4.4%

55.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

脅
威
検
知
の
精
度
や
対
応
速
度
が

十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る

誤
検
知
や
誤
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
、
正

常
な
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
が

あ
る

シ
ス
テ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
悪
影

響
を
与
え
、
業
務
が
遅
延
す
る
こ
と

が
あ
る

製
品
の
設
定
や
管
理
が
複
雑
で
、
運

用
負
担
が
大
き
い

他
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（ED
R

やS
IE

M

な
ど
）
と
の
連
携

が
う
ま
く
い
か
ず
、
統
合
運
用
が
…

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
ロ
グ
や
詳

細
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
原
因
分

析
が
し
づ
ら
い

社
外
ア
ク
セ
ス
や
社
内
ア
ク
セ
ス
の

制
御
が
厳
し
く
、
利
便
性
に
欠
け
る

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
要
件
に
対
応
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
不
十
分

頻
繁
な
更
新
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す

脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
精
度
が

低
く
、
最
新
の
脅
威
へ
の
対
応
が
遅

れ
る

コ
ス
ト
が
高
く
、
導
入
・
運
用
に
対

す
る
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ
る

利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
不

満
が
多
い

そ
の
他

課
題
や
不
満
は
な
い
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社内アクセス製品の選定理由（全回答）
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Q.1２
※複数回答可 （有効回答数：583）

社内アクセス製品を選定した理由を教えてください。

25.6%
22.5%

20.2%

16.1%

12.3% 12.7%

9.3% 9.3%

16.0%

11.1%
9.1% 8.1%

14.8% 15.4%

12.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
対
応
し

て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
て
い

る
た
め

多
要
素
認
証
（M

F
A

）
対
応
で
、
認
証
プ
ロ

セ
ス
が
強
化
さ
れ
、
不
正
ア
ク
セ
ス
リ
ス
ク

が
低
減
で
き
る
た
め

リ
モ
ー
ト
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
安
全
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
判
断
し
た
た
め

複
数
拠
点
や
多
様
な
デ
バ
イ
ス
か
ら
の
接

続
に
対
応
し
て
お
り
、
柔
軟
に
利
用
で
き

る
た
め

ユ
ー
ザ
ー
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ア
ク
セ
ス
制

御
が
可
能
で
、
ア
ク
セ
ス
管
理
の
柔
軟
性
が

高
い
と
感
じ
た
た
め

従
来
のV

P
N

と
比
較
し
て
通
信
速
度
や
接

続
の
安
定
性
が
向
上
し
て
い
る
た
め

管
理
画
面
が
分
か
り
や
す
く
、
ポ
リ
シ
ー
設

定
も
簡
単
で
、
運
用
負
荷
が
少
な
い
と
評

価
し
た
た
め

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
全
体
で
推
奨
さ
れ
て

お
り
、
統
一
感
の
あ
る
環
境
が
構
築
で
き

る
た
め

導
入
・運
用
費
用
に
関
し
て
他
製
品
よ
り
コ

ス
ト
面
で
の
優
位
性
が
あ
っ
た
た
め

外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
信

頼
性
が
高
く
、
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
と
考

え
た
た
め

ク
ラ
ウ
ド
対
応
が
進
ん
で
お
り
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
環
境
で
も
利
用
で
き
る
ス
ケ
ー
ラ

ビ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
た
め

ロ
グ
監
査
や
接
続
履
歴
追
跡
機
能
が
充
実

し
て
お
り
、
監
査
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ

ク
に
適
し
て
い
る
た
め

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
お
り
、
導
入
か

ら
運
用
ま
で
頼
れ
る
と
感
じ
た
た
め

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
が
推
奨
す
る
製

品
だ
っ
た
た
め

そ
の
他
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社内アクセス製品の導入後の課題（全回答）
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Q.１３
※複数回答可 （有効回答数：583）

社内アクセス製品導入後の課題や不満を教えてください。

8.2%
3.8%

8.2%
5.3% 4.5% 3.4% 5.5% 3.9% 3.3% 2.1%

7.0%
3.3% 3.6%

56.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

脅
威
検
知
の
精
度
や
対
応
速
度
が

十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る

誤
検
知
や
誤
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
、
正

常
な
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
が

あ
る

シ
ス
テ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
悪
影

響
を
与
え
、
業
務
が
遅
延
す
る
こ
と

が
あ
る

製
品
の
設
定
や
管
理
が
複
雑
で
、
運

用
負
担
が
大
き
い

他
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

（ED
R

やS
IE

M

な
ど
）
と
の
連
携

が
う
ま
く
い
か
ず
、
統
合
運
用
が
…

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
ロ
グ
や
詳

細
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
原
因
分

析
が
し
づ
ら
い

社
外
ア
ク
セ
ス
や
社
内
ア
ク
セ
ス
の

制
御
が
厳
し
く
、
利
便
性
に
欠
け
る

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
要
件
に
対
応
し
て

い
な
い
、
も
し
く
は
不
十
分

頻
繁
な
更
新
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す

脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
精
度
が

低
く
、
最
新
の
脅
威
へ
の
対
応
が
遅

れ
る

コ
ス
ト
が
高
く
、
導
入
・
運
用
に
対

す
る
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ
る

利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
不

満
が
多
い

そ
の
他

課
題
や
不
満
は
な
い
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MDRサービスの選定理由（全回答）

Q.１6
※複数回答可 （有効回答数：292）

導入前に何を期待してMDRサービスを導入しましたか？

57.9%

35.6%
41.1%

20.2%
25.7%

18.8%
15.8% 15.1%

9.9%
13.4% 14.7%

11.6%
6.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

2
4

時
間3

6
5

日
の
監
視
体
制
で
最
新
の

脅
威
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
と
期
待
し
て

異
常
行
動
検
知
と
高
度
な
脅
威
分
析
に
よ

り
、
攻
撃
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
に
対
応
で

き
る
と
期
待
し
て

社
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
負
荷
を
軽
減

し
、
リ
ソ
ー
ス
の
効
率
的
な
再
配
分
が
可
能

に
な
る
と
期
待
し
て

A
I

や
機
械
学
習
に
よ
る
未
知
の
脅
威
検
知

で
、
ゼ
ロ
デ
イ
攻
撃
に
も
対
応
で
き
る
と
期

待
し
て

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
迅
速
な
一
次
対

応
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
る
と
期
待
し
て

既
存
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
（EP
P

や

E
D

R

等
）と
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
す
る
こ
と

で
、
総
合
的
な
防
御
力
が
向
上
す
る
と
期

待
し
て

ベ
ン
ダ
ー
の
信
頼
性
と
実
績
に
基
づ
い
た

安
定
し
た
運
用
と
安
心
感
が
得
ら
れ
る
と

期
待
し
て

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
く
、
予
算
内

で
効
率
的
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
で
き

る
と
期
待
し
て

多
言
語
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
充
実

し
て
お
り
、
海
外
拠
点
を
含
め
た
統
一
的

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
可
能
に
な
る
と

期
待
し
て

外
部
視
点
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
を

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
、
自
社
の
脆
弱

性
を
早
期
に
把
握
で
き
る
と
期
待
し
て

包
括
的
な
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
提

供
で
、
最
新
の
脅
威
傾
向
や
リ
ス
ク
に
も
対

応
で
き
る
と
期
待
し
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
が
高
く
、
自
社
の
業
務
環

境
に
最
適
化
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
が

可
能
に
な
る
と
期
待
し
て

そ
の
他
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MDRサービスの導入の成果（全回答）

Q.１6
※複数回答可 （有効回答数：2００）

MDRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。

47.5%

37.5%

31.0%

16.5%
19.5%

16.0% 16.5%

11.5% 10.5% 12.0%
15.5%

11.0%

6.0% 5.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

2
4

時
間3

6
5

日
の
監
視
体
制
に
よ
り
、
最

新
の
脅
威
か
ら
の
保
護
が
常
時
強
化
さ
れ

た 異
常
行
動
検
知
と
高
度
な
脅
威
分
析
に
よ

り
、
攻
撃
を
早
期
に
発
見
で
き
る
安
心
感

が
得
ら
れ
た

社
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
負
荷
が
大
幅

に
軽
減
し
、
他
の
重
要
業
務
に
リ
ソ
ー
ス
を

再
配
分
で
き
た

A
I

や
機
械
学
習
を
活
用
し
た
未
知
の
脅
威

検
知
に
よ
り
、
ゼ
ロ
デ
イ
攻
撃
へ
の
防
御
が

強
化
さ
れ
た

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
迅
速
な
一
次
対

応
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
影
響
範
囲
や
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た

E
P

P

やE
D

R

等
の
既
存
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製

品
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
し
、
総
合
的
な
防

御
力
が
向
上
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
ベ
ン
ダ
ー
の
信
頼
性
と
実

績
に
よ
り
、
安
定
し
た
運
用
と
高
い
安
心

感
が
得
ら
れ
た

費
用
対
効
果
が
高
く
、
限
ら
れ
た
予
算
で

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
が
実
現
で
き
た

多
言
語
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
充
実

し
、
海
外
拠
点
も
含
め
た
統
一
的
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
管
理
が
可
能
に
な
っ
た

外
部
視
点
に
よ
る
定
期
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
評
価
を
通
じ
て
、
自
社
の
脆
弱
性
に
気

付
く
良
い
機
会
と
な
っ
た

包
括
的
な
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
提

供
に
よ
り
、
最
新
の
脅
威
傾
向
や
リ
ス
ク
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
が
高
く
、
自
社
の
業
務
環

境
に
最
適
化
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
が

可
能
と
な
っ
た

そ
の
他

成
果
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
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IRサービスの選定理由（全回答）

Q.２０
※複数回答可 （有効回答数：266）

導入前に何を期待してIRサービスを導入しましたか？

41.1%
37.6%

33.8%

19.5%
16.5%

26.3% 24.8%

16.2%
12.4% 10.9%

6.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

事
前
契
約
に
よ
り
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時

に
即
座
に
対
応
体
制
が
整
う
安
心
感
を
求

め
て

イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
な
い
時
で
も
、
予

防
策
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
を
期
待
し
て

高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
対
応
チ
ー
ム
に

よ
る
信
頼
性
の
高
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら

れ
る
点
を
重
視
し
て

市
場
で
の
知
名
度
や
実
績
に
基
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
品
質
へ
の
信
頼
感
を
得
ら
れ
る

と
考
え
て

自
社
の
環
境
や
規
模
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
可
能
で
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
期
待

で
き
る
た
め

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
処
し
て
く
れ
る
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
能
力

を
重
視
し
て

導
入
・
運
用
費
用
が
他
製
品
よ
り
も
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
点
に
魅
力

を
感
じ
て

柔
軟
な
料
金
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
予
算
に
合
わ

せ
た
管
理
が
し
や
す
い
こ
と
を
期
待
し
て

多
言
語
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
に
よ
り
、
海
外
拠
点
で
も
円
滑
に
利

用
で
き
る
点
を
評
価
し
て

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
推
奨
を
受
け
、

信
頼
性
が
高
い
と
期
待
し
て

そ
の
他
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IRサービスの導入の成果（全回答）

Q.２１
※複数回答可 （有効回答数：167）

IRサービスを導入して実際に得られた成果を教えてください。

48.5%

32.3%

20.4%
24.6%

13.2% 13.8%
16.8%

13.2% 13.2%
10.2% 11.4%

6.0% 6.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

2
4

時
間3

6
5

日
体
制
で
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
し
て
く
れ
る
安
心

感
を
得
ら
れ
た

事
前
契
約
に
よ
り
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時

に
即
座
に
対
応
体
制
が
整
い
、
安
心
感
が

あ
っ
た

イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
な
い
時
で
も
、
予

防
策
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
有
効
に
活

用
で
き
た

高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
対
応
チ
ー
ム
か

ら
信
頼
性
の
高
い
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

た 市
場
で
の
知
名
度
や
実
績
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
品
質
に
信
頼
感
が
持
て
た

自
社
の
環
境
や
規
模
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
あ
り
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

た イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
処
し
て
も
ら
え
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
能
力

に
満
足
し
た

導
入
・
運
用
費
用
が
他
製
品
よ
り
も
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
く
、
満
足
で
き
た

柔
軟
な
料
金
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
予
算
に
合
わ

せ
た
管
理
が
し
や
す
か
っ
た

多
言
語
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
ト
が

充
実
し
て
お
り
、
海
外
拠
点
で
も
円
滑
に

利
用
で
き
た

親
会
社
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
推
奨
を
受
け

て
利
用
し
、
実
際
に
品
質
に
満
足
で
き
た

そ
の
他

成
果
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
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